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当
セ
ン
タ
ー
令
和
元
年
度
定
時
総
会
が
６

月
21
日
午
後
１
時
半
よ
り
、
ワ
ー
ク
ヒ
ル
ズ

羽
生
・
大
会
議
室
で
羽
生
市
長･

河
田
晃
明
様
、

同
市
議
会
議
長･

島
村
勉
様
ご
列
席
の
も
と
盛

大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

開
会
挨
拶
に
立
っ
た
渡
邉
孔
夫
理
事
長
は
、

セ
ン
タ
ー
の
昨
年
度
実

績
に
触
れ
、
行
政
の
支

援
、
会
員
・
事
務
局
の
努

力
に
よ
り
契
約
金
額
が

２
億
円
を
突
破
し
た
こ

と
、
講
演
・
研
修
会
も 

盛
況
裡
に
開
催
で
き
た 

 

こ
と
な
ど
、
ま
た
、
当
年
度
の
事
業
方
針
を
述

べ
ま
し
た
。 

 

ご
来
賓
挨
拶
で
河
田
市
長
（
写
真
・
右
）
は
、 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン 

 

タ
ー
は
市
に
と
っ
て
、 

大
変
重
要
で
大
き
な 

 

組
織
集
団
。
皆
さ
ん 

の
今
後
の
活
躍
を
大 

い
に
期
待
し
ま
す
と 

祝
辞
を
述
べ
ら
れ
、 

島
村
議
長
（
写
真
・
左
） 

は
、
市
の
高
齢
化
率 

は
28
％
超
、
セ
ン
タ 

ー
の
存
在
意
義
は
極 

め
て
高
く
、
益
々
の 

発
展
を
祈
念
し
ま
す 

と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。 

ま
た
、
多
数
の
方
か
ら
は
丁
重
な
祝
電
、
力

強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
届
け
ら
れ
、
定
時
総
会
に

花
を
添
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

表
彰
状
の
贈
呈
で
は
、
永
年
勤
続
（
10
年
）

会
員
13
名
（
受
賞
者
代
表･

早
川
誠
会
員
）
に
、

ま
た
地
区
班
長
を
３
期
務
め
ら
れ
た
会
員

各
々
に
感
謝
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。 

▼
３
面
＝
受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

 

総
会
の
資
格
審
査
で
は
、
出
席
者
112
名
、
委

任
状
・
議
決
権
行
使
書
提
出
者
は
152
名
で
あ
る

と
事
務
局
集
計
の
発
表
が
あ
り
、
「
本
総
会
は

定
足
数
を
満
た
し
、
有
効
に
成
立
す
る
」
と
の

宣
言
が
あ
り
ま
し
た
。 

な
お
、
総
会
の
司
会
・

進
行
を
間
庭
一
江
理
事

が
３
期
連
続
で
務
め
ま

し
た
。
（
写
真･

下
） 

 

全
議
案 

賛
成
多
数
で
可
決･

承
認 

議
案
審
議
・
報
告
に
先
立
ち
、
議
長
に
五
月

女
順
一
理
事
が
選
出
さ
れ
、
書
記
に
鎌
田
瑠
奈

主
事
補
が
任
命
さ
れ
ま
し
た
。 

議
案
審
議
は
、
議
案
１
号
「
平
成
30
年
度
業 

実
績
に
つ
い
て
」
を
長
尾
幸
治
理
事
が
詳
し
く

報
告
、
同
２
号

「
収
支
決
算
」

を
飯
田
馨
理
事
、

同
３
号
「
セ
ン

タ
ー
定
款
の
一

部
改
正
に
つ
い

て
」
を
染
谷
冨

美
夫
理
事
、「
監

査
報
告
」
を
飯

塚
正
美
監
事
が

行
い
、
全
て
の

議
案
が
賛
成
多

数
で
可
決
さ
れ 

 

ま
し
た
。 

  
 

新
た
な
事
業
へ
の
取
り
組
み
、
予
算 

ま
た
、
本
年
度
「
事
業
計
画
」
に
盛
込
ま
れ

た
シ
ル
バ
ー
フ
ァ
ー
ム
や
ポ
イ
ン
ト
制
度
、
空

き
家
活
用
な
ど
新
規
事
業
の
取
り
組
み
、
女
性

会
員
の
増
強
、
安
全
委
員
会
の
強
化
、
各
種
研

修
会
の
開
催
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
実
施
な

ど
数
多
く
の
計
画
を
瀬
山
光
男
理
事
が
、
飯
田

理
事
は
「
令
和
元
年
度
収
支
予
算
」
の
概
要
を

説
明
し
ま
し
た
。 

 

滞
り
な
く
進
行
し
た
定
時
総
会
は
、
午
後
３

時
過
ぎ
、
町
田
尚
武
副
理
事
長
の
閉
会
の
辞
が

あ
り
閉
幕
し
ま
し
た
。 
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（１）              いきいきはにゅう シルバーだより   第 47号       令和元年７月 22日 

 

本号の主な内容 
 

２面 理事会（第１回）報告 

   事務局からのお知らせ  
３面 永年勤続会員・地区班長表彰 

   植木班らがボランティア活動 

４面 安全就業・健康管理 万全ですか？          

５面 ひまわり倶楽部が ストレッチ体験 

   ポイント制度始まる 

６面 就業先訪問⑬ 

   7thシルバー祭り作品紹介⑥ 

バーディークラブ 久々のコンペ 

 

セ
ン
タ
ー
の
基
本
理
念 

 

自
主 

自
立 

共
働 

共
助 

（写真右から）総会議長の五月女理事、議 

案説明の飯田理事、監査報告の飯塚監事 

令
和
元
年
度 

 

いきいき はにゅう 

 

 

 



 

 令和元年 7月 22 日         いきいきはにゅう シルバーだより    第 47号           （６） 

令
和
元
年
度 

理
事
会
報
告 

 
 
 
 
 
 

第
１
回 

理
事
会 

 
 

 
 

令
和
元
年
５
月
22
日 

 
 
 
 

 
 
 

  
  

女
性
セ
ン
タ
ー
研
修
室 

■
議 

事 

▽
議
案
第
１
号 

会
員
の
入
会
承
認
に
つ
い
て
（
平
成
31
年 

3
月
1
日
～
令
和
元
年
5
月
10
日
） 

▽
議
案
第
２
号 

 

平
成
30
年
度
事
業
報
告
に
つ
い
て 

▽
議
案
第
３
号 

 

平
成
30
年
度
収
支
決
算
に
つ
い
て 

▽
議
案
第
４
号 

 

公
益
社
団
法
人
羽
生
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
定
款
の
一
部
改
正
に
つ
い
て 

■
報
告
事
項 

①
平
成
30
年
度
収
支
補
正
予
算
（
第
２
号
・
３

号
）
の
専
決
処
分
に
つ
い
て 

②
監
査
報
告
に
つ
い
て 

 

③
総
会
時
の
会
員
表
彰
に
つ
い
て 

■
そ
の
他 

今
後
の
日
程
に
つ
い
て 

 

理
事
会
議
案
の
解
説 

セ
ン
タ
ー
定
款
の
一
部
改
正 

セ
ン
タ
ー
定
款
第
４
条
（
事
業
）
に
、
そ
の

目
的
達
成
の
た
め
、
臨
時
的
・
短
期
的
・
軽
易

な
就
業
を
希
望
す
る
会
員
に
、
就
業
機
会
の
確

保
・
必
要
な
講
習
の
実
施
な
ど
５
項
目
の
事
業

を
行
う 

と
明
記
し
て
い
る
。 

 

今
般
、
理
事
会
は
、
従
来
の
事
業
に
、「
職
業

紹
介
事
業
」
、「
労
働
者
派
遣
事
業
」
を
追
加
す

る
こ
と
を
承
認
、
過
日
の
総
会
で
可
決
さ
れ
、

同
日
の
令
和
元
年
６
月
21
日
施
行
と
な
っ
た
。 

 

な
お
、
総
会
の
決
議
が
求
め
ら
れ
る
「
定
款 

の
変
更
」
に
は
、
総
会
総
数
の
2/3
以
上
の
賛
成

が
必
要
（
定
款
第
46
条
）
。 

 ｱ

事
務
局
か
ら
お
知
ら
せ 

 
 
 
 
 
 

■
新
入
会
員
の
ご
紹
介 

 

令
和
元
年
度
第
１
回

理
事
会
で
承
認
を
受
け
、

入
会
と
な
っ
た
13
名
の

皆
さ
ん
で
す
。 

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。（
3
月
1
日
～

5
月
10
日
） 

 

 

柴
崎 

 

昭 
 

さ
ん
（
中
岩
瀬
） 

 
間
庭 

重
雄 

さ
ん
（
加
羽
ヶ
崎
） 

 

篠
塚 

正
司 

さ
ん
（
下
手
子
林
） 

木
村 

 
稔 

さ
ん
（
須
影
） 

山
崎 

賢
一 
さ
ん
（
東
） 

 
 

冨
田 
 

博 
 

さ
ん
（
西
） 

五
月
女
貴
之 

さ
ん
（
北
袋
） 

四
戸 

壽
光 

さ
ん
（
上
新
郷
） 

坂
本 

良
孝 

さ
ん
（
東
） 

鳩 

富
士
雄 

さ
ん
（
上
新
郷
） 

島
村 

一
郎 

さ
ん
（
下
新
郷
） 

 

大
法
院
良
子 

さ
ん
（
東
） 

 

青
木 

昭
夫 

さ
ん
（
南
） 

 

矢
島 

泰
三 

さ
ん
（
中
央
） 

 

          

■
就
業
会
員
募
集 

セ
ン
タ
ー
で
は
事
務
所
内
に
「
求
人
情
報
」

を
貼
り
出
し
て
い
ま
す
。
今
後
、
本
欄
で
も
適

時
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

・
詳
細
を
知
り
た
い
方
は
直
接
事
務
所
に
来

所
、
ま
た
は
電
話
で
お
問
合
せ
下
さ
い
。 

・
知
人
（
未
入
会
者
）
に
も
お
知
ら
せ
下
さ
い
。 

・
就
業
者
が
決
定
済
の
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

                   

 

暑
中
お
見
舞
い 申

し
上
げ
ま
す 

 

く
れ
ぐ
れ
も
ご
自
愛
の
ほ
ど 

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す 

 

令
和
元
年 

盛
夏 

 

（
公
社
）
羽
生
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー 

理

事

長 

渡
辺 

孔
夫
（
代
表
理
事
） 

副
理
事
長 

町
田 

尚
武
（
代
表
理
事
） 

専
務
理
事 

五
月
女 

真
（
事
務
局
長
） 

 
 

 

理 
 

事 

荒
木 

秀
雄 

理 
 

事 

飯
田 

 

馨 

理 
 

事 

間
庭 

一
江 

理 
 

事 

岡
田 

朋
己 

理 
 

事 

五
月
女
順
一 

理 
 

事 

白
石 

典
子 

理 
 

事 

瀬
山 

光
男 

理 
 

事 

長
尾 

幸
冶 

理 
 

事 

佐
藤 

 
 

猛 

理 
 

事 

染
谷
富
美
夫 

理 
 

事 

立
花 

孝
夫 

監 
 

事 

飯
塚 

正
美 

 
 

 

監 
 

事 

栗
原 

富
雄 

 
 

 

事

務

局 

職 

員 

一 

同 

         

仕事の内容 就業機会 区分 備考 

会社内掃除 3 h/日、2日/週 請 女   N 

トイレ掃除 3.5 h/日、2 日/週 請 女   K 

  〃 3 h/日、2日/週 請 女   H 

清掃・片付け 1.5 h/日、2 日/週 請 男   B 

会社内掃除 6 h/日、2日/週 請 女   S 

月 日（曜日） 

07 19（金） 

08 21（水） 

09 20（金） 

10 21（月） 

11 21（木） 

令和元年 7月 20日         いきいきはにゅう シルバーだより   第 47 号            （２） 

■配分金の支払い日  

■
事
務
所
の
夏
季
休
業 

当
セ
ン
タ
ー
事
務
所
の
夏
季
休
業
日
は 

８
月
13 

(

火)

～
16
日
（
金
）
で
す
。 

な
お
、
８
月
17
（
土
）
～
18
日
（
日
）
は

通
常
の
休
日
で
す
。
お
間
違
い
の
無
い
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

生
き
が
い
と
地
域
の
ニ
ー
ズ
を 

結
び
ま
す 

（
全
シ
協
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
） 

 

事
故
防
止
、
急
ぐ
な 

あ
せ
る
な 

気
を
抜
く
な 

（
安
全
就
業
ス
ロ
ー
ガ
ン
） 

就業者募集情報 （R1.7.18 現在） 

（注）募集人員は各１名。    は、就業者決定済 



 

（５）                いきいきはにゅう シルバーだより   第 47 号     令和元年 7月 22日 

 
 お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！ 

セ
ン
タ
ー
功
労
会
員
表
彰 

６
月
21
日
、
当
セ
ン
タ
ー
令
和
元
年
度
定

時
総
会
の
席
上
で
、
永
年
勤
続
（
10
年
）
会
員

13
名
と
、
３
期
に
わ
た
り
地
区
班
長
を
務
め

た
３
会
員
が
栄
え
あ
る
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。 

永
年
勤
続
表
彰
で
は
受
賞
者
13
名
代
表
・

早
川
誠
会
員
に
、
ま
た
３
名
の
地
区
班
長
に
渡

邉
理
事
長
よ
り
表
彰
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

永
年
勤
続
表
彰 

▽
勤
続
10
年
（
13
名
） 

早
川 

 

誠 
 

さ
ん 

 

枝 

美
津
代 

さ
ん 

杉
山 

秀
文 

さ
ん 

吉
田 

 

薫 
 

さ
ん 

朽
木 

世
二 

さ
ん 

 

内
田 

義
明 

さ
ん 

荒
井 

房
子 

さ
ん 

奥
沢 

秀
一 

さ
ん 
 

大
村 

 

正 
 

さ
ん 

 

小
竹 

新
六 

さ
ん 

入
江 

武
一 

さ
ん 

 

近
藤 

 

武 

さ
ん 

今
井 

吉
春 

さ
ん 

 

地
区
班
長
表
彰
（
３
期
）
（
３
名
） 

笹
生 

栄
一 

さ
ん
（
地
区
・
南
羽
生
） 

高
野 

勝
幸 

さ
ん
（
地
区
・
中
央
） 

橋
本 

勝
一 

さ
ん
（
地
区
・
村
君
） 

             

 
 
 
 

 
 
 

 

◇ 
 

受
賞
の
皆
様
に
は
、
こ
れ
か
ら
も
健
康
を

維
持
さ
れ
、
地
域
社
会
を
支
え
る
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
に
ご
尽
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。 

 

市
庁
舎
前
の
松
が
ス
ッ
キ
リ
と 

植
木
班
会
員
ら
が
終
日
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

 

毎
年
恒
例
、
市
役
所
庭
に
植
え
ら
れ
た
松
の

剪
定
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
。
今
年
も
５
月
30

日
、
植
木
剪
定
班
の
会
員
19
名
と
剪
定
経
験

会
員
１
名
、
片
付
け
班
２
名
の
合
計
22
名
が
、

60
本
ほ
ど
の
松
を
朝
８
時
半
よ
り
終
日
に
わ 

た
り
剪
定
等
の
作
業
を
行
い
ま
し
た
。 

 

松
は
手
入
れ
を
怠
る
と
す
ぐ
に
樹
形
を
崩

す
た
め
、
年
に
一
度
は
手
を
入
れ
る
必
要
が
あ

り
、
参
加
者
は
、
葉
の
量
を
減
ら
し
て
成
長
を

抑
制
す
る
「
み
ど
り
摘
み
」
と
、
不
要
な
枝
の

切
り
落
と
し
を
丹
念
に
行
い
ま
し
た
。
こ
こ
数

年
、
手
が
回
ら
ず
、
伸
び
気
味
と
な
っ
て
い
た

庁
舎
西
側
の
松
も
今
回
、
対
象
に
加
え
ま
し
た
。 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
中
、
河
田
市
長
が
剪

定
・
片
付
け
作
業
に
余
念
の
な
い
参
加
会
員
一

人
ひ
と
り
に
、
ね
ぎ
ら
い
の
言
葉
を
か
け
て
回

ら
れ
、
作
業
ス
ピ
ー
ド
は
一
段
と
拍
車
が
か
か

り
ま
し
た
。 

活
動
の
数
時
間
後
、
南
面
に
広
が
る
松
は
、

夏
本
番
を
迎
え
る
に
ふ
さ
わ
し
い
涼
し
げ
な

装
い
と
な
り
、
庁
舎
カ
ラ
ー
に
も
調
和
、
青
く

澄
ん
だ
空
に
映
え
ま
し
た
。 

 

 

  

剪
定
枝
の
片
づ
け
・
運
搬
作
業
の
一
部
は
時

間
切
れ
の
た
め
持
ち
越
し
と
な
り
、
翌
朝
事
務

局
職
員
ら
が
引
継
ぎ
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 

◇ 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動 

秋
季
に
も 

セ
ン
タ
ー
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
10
月

に
「
街
な
か
清
掃
」
、
11
月
に
「
キ
ヤ
ッ
セ
羽

生
園
内
清
掃
」
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
多
数
の

皆
様
の
積
極
的
な
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。 ▼

５
面
＝
ポ
イ
ン
ト
制
度
運
用
開
始 

（３）                いきいきはにゅう シルバーだより   第 47 号     令和元年 7月 22日 

永年表彰受賞の皆さん（後列右端は渡邉理事長） 

地区班長表彰受賞者（１名欠席、 

後列は理事長㊨と副理事長） 

 

爽
や
か
な
汗
が
頬
を
伝
わ
る
。 

参
加
の
皆
さ
ん
、
お
疲
れ
様
！ 



 

 令和元年 7月 22 日         いきいきはにゅう シルバーだより    第 47号           （６） 

先
ご
ろ
、（
公
財
）
い
き
い
き
埼
玉
主
催
「
安

全
就
業
推
進
大
会
」
が
伊
奈
町
・
県
民
活
動
セ

ン
タ
ー
で
開
か
れ
、
昨
年
度
の
県
内
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
の
重
篤
事
故
発
生
件
数
は
７

件
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。 

い
よ
い
よ
梅
雨
明
け
、
夏
本
番
で
す
。
日
頃

か
ら
健
康
・
体
調
管
理
に
十
分
な
注
意
を
払
い
、

ま
た
就
業
事
故
の
な
い
よ
う
、
皆
で
気
を
つ
け
、

交
通
事
故
に
も
注
意
し
て
暑
い
夏
を
無
事
故

で
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
。 

 

安
全
巡
回
を
実
施
し
て
い
ま
す 

  

安
全
は
す
べ
て
に
優
先
す
る 

こ
れ
は
事
務

所
窓
に
掲
げ
る
皆
の
安
全
行
動
目
標
で
す
。 

 

セ
ン
タ
ー
で
は
、
安
全
就
業
月
間
に
因
み
、

７
月
５
日
か
ら
、
「
安
全
巡
回
」
を
開
始
し
ま

し
た
。
役
職
員
の
合
同
チ
ー
ム
が
、
会
員
の
就

業
現
場
を
訪
れ
、
安
全
啓
発
活
動
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
９
月
末
迄
継
続
の
予
定
で
す
。 

 

熱
中
症 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

夏
場
に
、
最
も
注
意
を
払
う
べ
き
は 

「
熱
中
症
」
で
す
。
熱
中
症
は
高
温
・
多 

湿
の
環
境
下
で
、
体
温
調
節
や
循
環
機
能

な
ど
の
働
き
に
障
害
が
現
れ
る
、
時
に
は
死
に

至
る
怖
い
病
気
で
す
。 

熱
中
症
の
発
症
は
、

室
内
外
を
問
い
ま
せ
ん

が
、
特
に
直
射
日
光
に

曝
さ
れ
る
屋
外
作
業
で

多
く
発
生
し
て
お
り
、

軽
症
と
思
わ
れ
て
も
急

速
に
重
症
化
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

当
セ
ン
タ
ー
で
も
毎
年
２
～
３
名
の
会
員

が
病
院
で
治
療
を
受
け
て
お
り
、「
予
防
」
と 

細
心
の
「
注
意
」
が
必
要
で
す
。 

 熱
中
症
の
予
防 

① 

暑
熱
環
境
に
注
意

す
る 

② 

適
切
に
水
分
・
塩

分
を
摂
取
す
る 

③ 

作
業
現
場
（
屋
外

作
業
の
場
合
）
で
は 

●
つ
ば
の
広
い
帽
子
を

か
ぶ
る
。
ヘ
ル
メ
ッ
ト

の
場
合
は
タ
オ
ル
な
ど
を
利
用
し
て
後
頭
部

に
直
射
日
光
を
当
て
な
い
。 

●

作
業
現
場
近
く
に
日
陰
の
休
憩
場
所
を
つ

く
り
、
ク
ー
ラ
ー
ボ
ッ
ク
ス
に
冷
水
や
塩
分
、

ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
を
用
意
し
て
お
く
。 

●
暑
い
日
は
多
め
に
休
憩
を
と
る
。 

④ 

体
調
に
注
意
、
互
い
に
声
掛
け
を
行
う 

●
会
員
同
士
の
気
配
り
や
声
掛
け
を
行
う
。 

出
典･

参
考
資
料
：（
社
）
日
本
ク
レ
ー
ン
協
会
編 

 

 
 

 
 

 
 

  
 

草
取
り
・
草
刈
り
、
植
木
剪
定
な
ど
の
就

業
会
員
は
毎
年
、
蜂
刺
さ
れ
被
害
に
遭
っ
て

い
ま
す
。
作
業
中
に
蜂
に
遭
遇
し
、
巣
を
見

か
け
た
ら
作
業
を
一
時
中
断
し
、
携
行
「
ス

プ
レ
ー
」
な
ど
で
慎
重
に
撃
退
・
駆
除
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。 

な
お
、
25

cm
以
上
の
巣

の
駆
除
は
非
常
に
危
険
。

直
ち
に
作
業
や
駆
除
を
停

止
し
事
務
所
に
連
絡
、
お

客
様
か
ら
専
門
業
者
に
駆

除
を
頼
む
な
ど
の
処
置
が

必
要
に
な
り
ま
す
。 

 

近
年
、
高
齢
者
に
よ
る
ア
ク
セ
ル
と
ブ
レ
ー

キ
の
踏
み
間
違
い
、
信
号
機
の
見
落
し
、
判
断

力
の
低
下
な
ど
に
よ
る
交
通
事
故
が
増
加
し
、

ま
た
注
意
力
・
集
中
力
の
低
下
が
原
因
の
作
業

事
故
も
増
え
て
い
ま
す
。 

自
転
車
に
よ
る
事
故
も
多
く
、
東
京
都
の
例

で
は
「
対
自
動
車
」
の
事
故
が
77
％
、
次
い
で

「
対
二
輪
車
」「
自
転
車
」
と
続
い
て
い
ま
す
。

65
歳
以
上
の
事
故
割
合
は
65
％
で
す
。
就
業

先
の
往
復
路
は
適
度
な
緊
張
感
を
持
っ
て
走

行
し
ま
し
ょ
う
。 

出
典･

参
考
資
料:

警
視
庁
刊
行
書 

 健
康
診
査
・
検
診 

 
 

     

特
定
健
康
診
査
・健
康
診
査
・が
ん
検
診 

市
で
は
各
種
健
康
診
査
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
健
康
づ
く
り
推
進
課
、
国
保
年
金
課
か
ら

特
定
健
康
診
査
・
健
康
診
査
、
各
種
が
ん
検
診 

 

等
の
案
内
が
届
い
て
い
る
も
の
と
思
い
ま
す
。 

早
目
に
予
約
、
受
診
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し

ま
す
。 

人
生
１
０
０
年
時
代
。
自
分
の
健
康
状
態
を

し
つ
か
り
把
握
、
体
調
万
全
に
て
社
会
貢
献
に

努
め
ま
し
よ
う
！ 

 

あ
な
た
も
是
非
受
診
く
だ
さ
い
。 

 健
診
・
検
診
の
申
し
込
み 

特
定
健
康
診
査
・
健
康
診
査
の
申
し
込
み
は

市
の
健
診
指
定
医
療
機
関
に
（
問
合
せ
は
国
保

年
金
課
）
。
ま
た
が
ん
検
診
は
、
市
保
健
セ
ン

タ
ー
で
行
う
「
集
団
が
ん

検
診
」
を
希
望
す
る
場
合

は
健
康
づ
く
り
推
進
課
あ

て
に
電
話
で
予
約
す
る
。

指
定
の
医
療
機
関
で
検
診

の
場
合
は
そ
の
医
療
機
関

に
直
接
申
し
込
む
こ
と
。 

 検
診
期
間 

健
康
診
査
、
が
ん
検
診
と
も
検
診
期
間
は

12
月
中
旬
ま
で
。
但
し
「
集
団
が
ん
検
診
」
の

検
診
日
は
、
健
康
づ
く
り
推
進
課
に
問
合
せ
、

早
め
の
予
約
を
。 

 健
康
診
査
・
が
ん
検
診
の
費
用 

国
保
加
入
者
で
、
40
～
74
歳
ま
で
の
方
が

受
け
ら
れ
る
特
定
健
康
診
査
の
費
用
は
１
千

円
。
75
歳
以
上
が
対
象
の
健
康
診
査
費
用
は

無
料
で
す
。 

が
ん
検
診
は
検
診
の
部
位
別
に
費
用
が
異

な
り
ま
す
。
但
し
、「
集
団
が
ん
検
診
」
を
受

診
す
る
70
歳
以
上
の
方
は
無
料
で
す
。 

 

※
本
年
75
歳
に
な
ら
れ
た
方
へ
の
「
健
康
診

査
案
内
」
は
間
も
な
く
発
送
の
見
込
み
で
す
。 

 令和元年 7月 22 日         いきいきはにゅう シルバーだより   第 47 号           （４） 

あ
な
た
の

安
全
就
業
・健
康
管
理 

は 
 

万
全
で
す
か
？ 

会員に熱中症防止などを喚起。理事と 

職員とで就業先企業や現場各所を巡回  



 

（５）                いきいきはにゅう シルバーだより   第 47 号     令和元年 7月 22日 

ひ
ま
わ
り
倶
楽
部 

が
ス
ト
レ
ッ
チ 

年
齢
を
重
ね
る
と
筋

肉
は
縮
ん
で
凝
り
固
ま

り
、
弾
力
性
を
失
う
。
高

齢
者
の
ス
ト
レ
ッ
チ
は

筋
肉
の
柔
軟
性
や
体
力

の
維
持
、
血
行
改
善
な
ど

健
康
促
進
効
果
が
高
い

と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

ひ
ま
わ
り
倶
楽
部
の
会
員
16
名
は
、
５
月

23
日
午
後
、
女
性
セ
ン
タ
ー
３
階
研
修
室
で

ス
ト
レ
ッ
チ
体
験
。
講
師
は
市
内
に
お
住
ま

い
の
堀
越
登
志
子
先
生
。
腕
の
上
下
左
右
の

振
り
、
足
踏
み
、
背
伸
び
な
ど
先
生
の
教
室

に
通
う
受
講
生
と
と
も
に
た
っ
ぷ
り
１
時
間 

半
、
爽
や
か
な
汗
を
流
し
ま
し
た
。 

彼
女
ら
は
実
に
若
々
し
い
。
リ
ズ
ミ
カ
ル 

な
音
楽
に
反
応
し
、
軽
快
な
動
き
に
変
え
る
。 

そ
の
動
き
の
中
に
就
業
は
も
と
よ
り
、
趣
味 

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
に
も
積
極
的
な

姿
勢
で

臨
む
皆

さ
ん
の

原
点
が

垣
間
見

え
る
。 

     

 

ひ
ま
わ
り
倶
楽
部
が
「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
！
」
誌
に 

 

今
般
、
会
員
の
皆
様
に
「
シ
ル
バ
ー
だ
よ
り
」

と
共
に
同
封
し
て
、
お
届
け
の
「
別
刷
」
は
、

（
公
財
）
い
き
い
き
埼
玉
が
発
行
す
る 

「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
！(

夏
号)

」
に
、
ひ
ま
わ
り
倶
楽

部
が
紹
介
さ
れ
、
そ
の
関
連
分
を
抜
粋
、
複
写

し
て
お
知
ら
せ
し
た
も
の
で
す
。 

（
注
）
従
来
誌
「
あ
ぷ
ろ
く
」
は
「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
！
」

に
誌
名
変
更
さ
れ
ま
し
た
。 

        

 

“ポイント制度”の運用を開始しました 

40 ポイント貯めて景品をゲットしよう！ 

定時総会閉会後、事務局・勝間主任が皆様にご紹介した

「ポイント制度」。その制度とは、センターの事業や運営

に参加した会員に、その内容に応じてポイントを付与し、

一定ポイントで景品と交換できるシステムのことです。 

 

●ポイントカード（捺印面） 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

●ポイントが得られる対象と付与ポイント 
 

対象事業・イベント ポイント 

総会や各種研修・講習会への参加 ２ 

ボランティア活動への参加 3 

会員紹介（入会確定時） ４ 

※対象事業は逐次拡大する予定です。 

 

 

 

 

 
 

●ご注意 

① 40 ポイント貯まったら、いつでも事務所で所定の景

品と交換できます。 

② ポイントは、対象イベントや事業参加の 当日に限り 

「受付」にて付与(押印）。カードを忘れずに。 

③ カードの貸与や譲渡は無効です。 

④ カードには、有効期限がありません。 

⑤ カードを紛失した場合、新カードは再発行しますが、

その際、既得ポイントの付与は致しません。 

 

 

 

写真㊤ リズミカルな音楽に合わせ、軽快にレッスン 

写真㊦ 爽やかな笑顔をパチリ。ストレッチに汗を流 

した会員と堀越先生（前列右端） 

ひ
ま
わ
り
倶
楽
部 

次
回
会
合 

 日 

時
・
７
月
26
日
（
金
）
18
時
～ 

会 

場
・
市
民
プ
ラ
ザ
屋
上 

（
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
会
場
） 

参
加
費
・
各
自
で
食
券
購
入 

 

 

都
合
で
遅
れ 

て
出
席
も
Ｏ
Ｋ
。 

 

冷
た
い
飲
み
物 

で
暑
気
払
い
、 

夏
の
宵
を
み
ん 

な
で
ワ
イ
ワ
イ 

楽
し
く
過
ご
し 

ま
し
ょ
う
！ 

  



 

 令和元年 7月 22 日         いきいきはにゅう シルバーだより    第 47号           （６） 
 

就
業
先
訪
問 

⑬ 
 
 
 

 
 

封
入
・
封
緘
作
業 

 

市
役
所
会
議
室 

 

５
月
中
旬
、
市
庁
舎
３
階
の
会
議
室
。
こ
の

日
、
女
性
会
員
４
名
が
高
齢
者
向
け
特
定
健
康

診
査
案
内
書
の
封
入
作
業
を
行
っ
て
い
た
。
市

民
福
祉
部
・
国
保
年
金
課
か
ら
の
受
託
作
業
で

あ
る
。
同
課
が
発
行
す
る
受
診
券
や
案
内
書
な

ど
７
種
の
印
刷
物
を
か
き
集
め
、
1
枚
ず
つ

Ａ-

４
窓
付
き
封
筒
に
素
早
く
入
れ
、
宛
名
面

の
表
示
や
同
封
書
類
を
確
認
、
封
緘
し
て
い
た
。

作
業
は
こ
の
ほ
か
に
小
封
筒
封
入
分
も
あ
り
、

請
負
総
数
は
約
２
万
通
に
及
ぶ
。 

毎
年
恒
例
の
こ
の
作
業
は
就
業
期
間
が
約

１
週
間
の
短
期
決
戦
。
リ
ー
ダ
ー
の
松
永
会
員

を
は
じ
め
八
木
澤
・
須
加
・
白
石
の
４
会
員
は

熟
練
ぶ
り
を
発
揮
し
、
数
量
や
品
質
、
納
期
厳

守
に
努
め
る
。
補
欠
と
し
て
記
者(

町
田)

が
加

わ
る
こ
と
も
あ
る
。
出
来
高
制
を
採
り
、
各
人

は
日
々
の
処
理
数
を
記
録
、
リ
ー
ダ
ー
に
集
計

や
実
績
チ
ェ
ッ
ク
を
お
願
い
し
て
い
る
。 

 

就
業
中
は
神
経
を
研
ぎ
澄
ま
せ
、
作
業
に
集

中
す
る
。
ミ
ス
を
誘
発
し
か
ね
な
い
業
務
以
外

の
会
話
は
な
く
、
肩
凝
り
症
状
が
現
れ
て
も
音

を
上
げ
る
者
は
い
な
い
。
彼
女
ら
の
正
確
で
納

期
遵
守
の
頑
張
り
に
国
保
年
金
課
担
当
職
員

は
信
頼
を
深
め
て
い
る
模
様
だ
。 

こ
の
メ
ン
バ
ー
の
楽
し
み
は
食
事
（
昼
食
）

会
。
作
業
期
間
が
満
了
し
た
そ
う
遠
く
な
い
日

に
、
評
判
の
店
で
食
事
会
を
開
催
、
親
睦
を
深

め
て
い
る
。
全
員
参
加
の
こ
の
会
合
、
食
事
を

楽
し
み
、
元
気
に
就
業
で
き
る
喜
び
を
語
り
合

い
、
会
話
は
時
を
忘
れ
る
ほ
ど
に
弾
む
。 

楽
し
い
会
合
は
次
回
の
再
会
を
約
し
て
よ

う
や
く
散
会
と
な
る
。 

 ７
th
シ
ル
バ
ー
ま
つ
り
出
展
作
品 

⑥  
標
記
シ
ル
バ
ー
祭
り
「
作
品
展
」
の
記
録
画

像
よ
り
、
作
品
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

な
お
、
作
品
紹
介
は
今
回
が
最
終
回
。
こ
れ

ま
で
の
ご
協
力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

■
写 

真
「
花
魁(

お
い
ら
ん)
道
中
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

小
西 
定
満
会
員 

  

 

バ
ー
デ
ィ
ー
ク
ラ
ブ 

が 

久
々
の
コ
ン
ペ 

 

バ
ー
デ
ィ
ー
ク
ラ
ブ
が
、
活
動
を
１
年
半
ぶ 

り
に
再
開
し

ま

し

た

。

第
１
回
ゴ

ル

フ
コ
ン
ぺ
は

５
月
９
日
、

足
利
カ
ン
ト

リ
ー
ク
ラ
ブ

に
て
、
７
月

２
日
に
は
、

前

回

同

様

17

名

の

参

加
に
よ
る 

「
第
２
回
コ

ン
ペ
」
を 

真

名

子

カ

ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
に
て
開
催
し
ま
し
た
。 

コ
ン
ペ
は
両
回
と
も
新
ぺ
リ
ア
方
式
。
満
を

持
し
て
の
舞
台
に
、
会
員
は
随
所
で
ナ
イ
ス
シ

ョ
ッ
ト
を
披
歴
。
こ
れ
ま
で
の
ブ
ラ
ン
ク
が
帳

消
し
に
な
る
ほ
ど
の
熱
戦
と
交
歓
が
見
ら
れ
、

和
気
あ
い
あ
い
の
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。 

上
位
成
績
は
次
の
通
り
（
敬
称
略
） 

 

【
第
１
回
・
会
員
ベ
ス
ト
５
】 

１
位 

染
谷
美
恵
子 

N

73･

8  

G

93 
２
位 

篠
崎 

正
司 

N

74･

6  

G

101 
３
位 
須
藤 

周
司 

N

75･

6  

G

90 

４
位 
斉
藤 

嘉
之 

N

76･

6  

G

97 

５
位 

林 
 

博
樹 

N

79･

2   

G

96 

 

【
第
２
回
・
会
員
ベ
ス
ト
５
】 

１
位 

斉
藤 

一
郎 
N

70.

6 
 

G

91 

２
位 

須
藤 

周
司 

N

72.

2  
 

G

83 

 

３
位 

篠
崎 

正
司 

N

72.

6 

G

99 

４
位 

齋
藤 

哲
也 

N

72.

6 

G

87 

５
位 

武
田
宇
吉
郎 

N

73･

８  

G

99 

※
同
ス
コ
ア
の
場
合
は
年
齢
の
高
い
方
が
上
位 

 

    

編
集
後
記 

▼
猛
暑
も
、
農
作
物
の
不
作
に
つ
な
が
る
「
冷
夏
」

も
困
り
も
の
。
異
常
気
象
に
は
抗
え
ま
せ
ん
。
が
、

健
康
を
維
持
し
、
安
全
を
保
つ
こ
と
は
可
能
な
こ
と
。

元
気
な
シ
ニ
ア
パ
ワ
ー
の
発
揮
は
地
域
社
会
の
活

性
化
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。 

▼
「
広
報
は
に
ゅ
う
」
６
月
号
。
表
紙
は
村
君
小
１

年
生
の
絵
日
記
授
業
風
景
。
前
列
の
女
児
が
身
を
乗

り
出
し
隣
席
の
子
に
何
や
ら
話
か
け
て
い
ま
す
。
そ

の
真
剣
な
表
情
は
実
に
か
わ
い
ら
し
く
、
微
笑
ま
し

い
。
未
来
を
担
う
子
ら
も
懸
命
。 

▼
先
日
の
当
セ
ン
タ
ー
令
和
元
年
度
定
時
総
会
、
約

110
余
名
の
会
員
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。
就
業
日
と
重

な
り
、
や
や
少
な
目
で
し
た
が
こ
こ
で
も
真
摯
に
審

議
に
臨
む
会
員
多
数
。
総
意
に
基
づ
く
積
極
的
な
行

動
は
躍
進
の
原
動
力
に
。（
M
） 

封入する書類と封筒を前に。各人が長机上で封入･ 

封緘など一連の作業を行う  ＝市役所 306会議室 

第２回コンペがスタート。皆の視線の 

先は図斉会員の第１打＝齋藤(哲)撮影 

【
作
者
コ
メ
ン
ト
】
新
潟
・
燕
市
分
水
地
区
に

仲
間
数
人
と
見
物
に
。
花
魁
と
付
き
人
総
計

60
人
超
の
行
列
は
豪
華
絢
爛
、
圧
巻
で
し
た
。 

第
１
回
コ
ン
ペ
終
了

後
の
パ
ー
テ
ィ
で
、
同
ク

ラ
ブ
の
会
長
・
副
会
長
・

会
計
の｢

新
３
役｣

を
選

び
、
そ
れ
ぞ
れ
林
博
樹
さ

ん
、
越
阪
部
三
郎
さ
ん
、

篠
崎
正
司
さ
ん
（
写
真
右

か
ら
）
の
３
名
が
満
場
一

致
で
選
出
さ
れ
ま
し
た
。 

 

会
員
の
健
康
維
持
や
親

睦
、
活
発
な
交
流
な
ど
、

同
ク
ラ
ブ
の
発
展
に
期

待
が
高
ま
り
ま
す
。 

 

同
ク
ラ
ブ
新
役
員
に
林
さ
ん
ら 


